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風景の発見 ・能動性向上のためのMoodie利用 ・

1. はじめに

本学では大学教育への導入科目として、全新入生を

対象に必憐｝目 「基礎セミナー」を実施している九

これは、 「創造的な知性内の育成のために、 グループ

ワ ークを中心として、 課題を調査 ・ 分析し、討論 ・ 発

表等を少人数のゼミ形式で行う授業である。 また、

2011年度から工学部系科目の基礎セミナーは、専門領

域以外の学生を対象とした 「ものづくり教育」の一環

としても位置づけられている。

著者らが担当する基礎セミナー「風景の発見」（以下、

本科目）は、全8回で構成される工学部系科目である。

本科目では、 専門領域以外の学生を対象に、 風景の読

み解き方と構造物が最も美しく見える場所の探索方法

である「特異点探索＠」を学ばせる。 これにより、 1)

非定型な課題への対応法、 2 ）表現力、 といったスキル

を身につけるだけでなく、 3）工学におけるものづくり

の一端を理解させることを目的としている。

2. 授業の概要

本科目の受講生は、 橋の特異点探索を行い、 自ら発

見した特異点から撮影した橋の写真を用いて、 橋の美

しさを説明する。 これらの段階を経ることで、 土木技

術者のもつ現場の知心を知ることになる。 そのため、

課題として、 1 ）街角や橋をテーマに撮影した写真、 2)

本の感想文、 3）撮影した写真を含めた手書きの最終レ

ポートの提出を課している。 また、 毎回の授業後に4)

授業で重要と思った点を3点と感想を提出する課題を

課している。

2012年度の受講生は13名で、図ー1は授業内容であ

る。

第1閏 ガイダンス

第2回 特異点探索とは？

第3困 機の税務，.（1三、�ni慰ll1の探索…（？；

第4閏 「議敵な街角Jの2事典喜昔話平日（�）

第5回 感想文とは7

第6回 第1回発表会「怠JIIの橋の特異点」

第7図 策鍛工’Yとは？’（，：；

第8図 第2回発表会「自JIIの橋の特異点J

園ー1 2012年度の授業内容
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本科目では、 専門領域以外の学生を対象にしている

ため、 以下3点を工夫している。

①専門的な知識（橋の種類、 景観工学） を簡単に学ぶ

（第3回、 第7回）

②五感を総動員し、 大学周辺に架かる橋を受講生全員

で視る（第3回）

③一般的なテーマ 「素敵な街角Jで特異点探索をし、

写真の説明をする（第4回）

②は2012年度よりカリキュラムに取り入れた。 来年

度も実施し、 継続して様子を見ていく。

3. 能動性向上のための Moodie 利用

本科目では補助ツ ールとして Moodles＞を利用して

いる。 Moodle は、 ウェプを用いた学習管理システム

(Learning Management System） である。 Moodle

には、 学生の学習進捗の確認や、 電子掲示板として利

用するための機能が備わっており、 インタ ーネット環

境があればどこででも利用できる。

2011年度より、 2章にて前述した1 ）～4）の課題を

Moodle 上に電子投稿させている。 写真一1は、 掲示板

で4）授業で重要と思った点を3点と感想を投稿させた

ものである。 受講生が投稿した内容に教師がコメント

を返し、 それに対して受講生が返信している。 このよ

うに Moodle を利用して、 授業時間以外でも受講生か

らの投稿があれば教師が返信する。 受講生は不定期に

掲示される投稿をチェックし、 継続的に考える状態と

なる。 その結果、 受講生に能動的な状態を促すことが

できる（圏一2）。
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写真ー1 Moodie での電子投稿の例




